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それでは呼びかけをさせていただきます。 

本日は、まん延防止等重点措置の延長後の初日となります。５月９日から続いている厳

しいお願いが続くこととなり、大変心苦しい限りでありますが、一刻も早く感染を抑え、

これ以上厳しい措置を長引かせないためにも、あらためて県民の皆様、事業者の皆様に感

染防止対策について呼びかけをさせていただきます。 

 

直近の感染傾向を見ますと、新規感染者数は減少傾向が見られるとともに、モニタリン

グ指標についても、多くの指標が政府分科会の示すステージ３の指標を下回っています。

これは、県民の皆様、事業者の皆様が苦しい状況の中、ご協力いただいた結果であり、感

謝を申し上げたいと思います。 

 

一方で、病床占有率については、減少傾向にあるものの、引き続き３０％を超えてお

り、医療体制への負荷は大きいものとなっています。ここにありますとおりデータですけ

ども、これは適用になった時点ですが、赤いやつがステージ４、黄色いやつがステージ３

でありますけれども、現在今日時点で病床使用率が３０．９％。１つの課題になっていま

す入院率につきましても４３、ステージ３を出しているというような状況で、重症のとこ

ろも、ステージ３を出しているというような状況ですが、３０％や重症の２０％近くとい

うのは、引き続き厳しい状況であり、医療に負荷がかかっているというような状況であり

ます。 

 

また感染経路について、直近１週間、５月２５日から５月３１日で見ますと、家族間で

の感染が４８％と半数近くを占めるとともに、職場における感染が１８％と多く見られま

す。世代別に見ますと、２０代以下の若い世代が３６％と３割を超えています。あわせ

て、５月以降、県外での感染が考えられる事例の割合が増加傾向にあり、その中には通勤

や通学などで県外と往来されている方も見られます。 

こうした状況を踏まえまして、あらためて県民の皆様、事業者の皆様に、特にご注意い

ただきたいことを申し上げます。 

 

事業者の皆様におかれましては、これまでも業種別のガイドラインを遵守いただき、感

染防止対策を行っていただいているところですが、事務所や工場など、業務を行うスペー

スのみではなく、休憩室、食堂、送迎バスなどにおいても飛沫感染を意識し、人との距離

の確保、換気をしっかり行うなど感染防止対策の徹底をお願いします。 

また、県外との往来となる出張については、業種や地域の状況も踏まえ、オンライン会

議の活用をお願いいたします。 

 

家族間での感染が多い中、家庭内へウイルスを持ち込まないためにも、生活の維持に必

要な場合を除き、外出を避け、特に県外との往来は避けていただくようお願いをいたしま

す。 



通勤通学につきましても、それぞれの職場や学校の状況が違う中ではありますが、在宅

勤務やオンラインの活用をお願いいたします。 

また、ウイルスが、感染力が高いとされる変異株に置き換わっており、密閉、密接、密

集の３密の場面だけでなく、１密２密の場合でも感染する事例も見られることから、あら

ためてマスクの着用、手指消毒など基本的な感染防止対策を徹底いただくようお願いをい

たします。 

 

仮に感染した場合、家族間での感染は、一緒に生活をしている中で、全てを防ぐことは

難しいと考えられますが、感染リスクを下げるため、少しでも体調に異変を感じた場合

は、家族とは別室で過ごし、マスク着用や換気などの対策をお願いいたします。 

 

イギリスでは４月頃から、英国株からさらに感染力が高いとされるインド株への置き換

わりが進んでおり、ワクチンを接種した高齢者の感染は抑制されているものの、接種して

いない若い世代で感染が急増しているとの報告があります。 

今後、日本においても同じような状況となることが予想されますので、若い世代の皆様

におかれましてはあらためて感染防止対策の徹底をお願いします。 

 

（資料を掲示）これ記者クラブの皆さんにちょっと１回、知事会か何かの時にお見せした

ことがあると思うんですけども、こっちが去年の秋。イギリスのボルトンというところの

年代別の流行で、こっちが去年の秋。こっちが今です。見ていただくと分かりますとお

り、色が薄いのが若い人たちです。この１番薄いのが０から２４。次の青いのが２５歳か

ら４９歳、５０から５９、６０になっています。 

で、こっち見ていただくように、赤いやつが減っています。ワクチンの接種が進んでい

る年齢層です。じゃないところで、この感染力の強いところが伸びてきていると。 

日本でも、現在ワクチン接種、高齢者に向けて進んでいるところでありますので、こう

いう同じ状況が、起こりうる可能性がありますので、若い世代の皆様にはあらためて、感

染防止対策の徹底をお願いしたいと思います。 

 

繰り返しとなりますが、この新型コロナウイルス感染症に関して、誹謗中傷、偏見や差

別に繋がる行為は絶対に行わないでください。 

 

まん延防止等重点措置が延長され、県民の皆様や事業者の皆様にご不便をおかけする期

間が長くなっています。感染状況は少しずつではありますが、改善傾向にあります。 

ここであらためてしっかりと対策を行い、感染傾向を確実なものとし、医療体制への負

荷を少なくすることにより、ワクチン接種を着実に進めていけるよう、引き続きご協力を

お願いします。 

県としましても、事業者の皆様への支援、ワクチン接種体制の整備、検査体制の強化な

ど、対策を進めてまいりますので、県民、事業者の皆様も一緒に取り組んでいただきます

ようお願いをいたします。 

 



（資料を掲示）あらためてになりますけれども、まん延防止等重点措置の延長、本日が初

日となります。６月２０日までの延長となります。 

ここにありますとおり、職場での感染、家庭での感染、そういうのが増えています。ぜ

ひあらためて、感染防止対策の徹底をお願いしたいと思います。 

これ以上、皆さんに厳しい措置をお願いする期間が長くならないように長引かないよう

にしていきたい。感染の改善傾向を確かなものにしていきたい。そういうことで、あらた

めてお願いしたいと思います。 

あわせて、変異株に置き換わっていますので、３密のみならず、１密２密などについて

もぜひ気を付けて感染防止対策の徹底をお願いしたいと思います。 

呼びかけは以上になります。 

 


